
　今回は食べにくい食品をできるだけ食べやすく調理する工夫やお手軽調理や食事術をご紹介し
ます。暑い夏も、しっかり栄養をとって、元気に乗り切りましょう。

　噛む力や飲み込む力が弱ってくると、食べにくくなる食品があります。それらが食べにくい要因は主に　①噛み切りにくい
　②むせやすい　③口やノドに残りやすいことが挙げられます。　
　食べにくいからといって、避ける食品が増えると、栄養バランスの乱れにつながることも。下ごしらえの工夫などで安全に
食べられるようにしてみましょう。

　料理が面倒だったり、作っても余らせてしまうのがもったいないと調理
を敬遠し、やがて食事の回数を減らしてしまうということもありがちです。
　ときには「お手軽調理や惣菜など」で、日々の食事を偏らせない工夫も
しましょう。
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ポイント①　【食べにくい食品の一例】ポイント①　【食べにくい食品の一例】 ポイント②　【調理のひと工夫】ポイント②　【調理のひと工夫】

ポイント③　【調理や食事のお手軽術】ポイント③　【調理や食事のお手軽術】

□電子レンジを上手に活用　　　　　　　　　　　

□まとめて作って冷凍しておく

□市販の惣菜を利用する

□宅配サービスや買い物代行サービスを利用

□電子レンジを上手に活用　　　　　　　　　　　

□まとめて作って冷凍しておく

□市販の惣菜を利用する

□宅配サービスや買い物代行サービスを利用

認知症の人にやさしいまちづくりのために認知症の人にやさしいまちづくりのために
　超高齢社会を迎え、ニュースでも認知症の話題が増えています。「認知症は誰にでも訪れる可能性のあ
る病気で、他人事ではない」という意識を持って、さりげない手
助け・見守りを心がけていくことが認知症の人や家族を支えます。
　地域のみなさんの理解と支えがあれば、認知症など何らかの病
気や障害がある人も介護する家族も、安心してまちに出て、自分
らしい暮らしを続けることができます。
　必要なのは専門的な知識や技術だけではなく、さりげない手助
けや見守り、声かけなど。ちょっとした勇気ややさしさこそが、
多久を安心で安全なまちにする力になります。

☆認知症の人の視点に立ったかかわりを☆

　現在、認知症の人のとらえ方も含めて、認知症の人へのかかわり方の変革が求められつつあります。
認知症の人を支援するときに大切なポイントは、本人とのかかわり方です。
　その基本は「本人の視点に立つ」ことです。
　認知症の人の状態は、適切な医療につながることはもちろんですが、周囲の支援のしかたやかかわり
方によって、良くも悪くも大きく変化します。周りの人の認知症に対する理解や適切な支援で、進行を
遅らせたり、地域で安心して暮らせる可能性が広がります。
　「認知症の本人が主人公」ととらえ、「本人中心」のかかわり方で認知症の人の不安・混乱・ストレス
を軽減し、認知症の状態や支援者との関係の維持・改善、負担の最小化につながります。

認知症を知る

本人の視点に立った認知症の人のとらえ方やかかわり方
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食べにくい食品と調理のひと工夫食べにくい食品と調理のひと工夫

繊維の多いもの 　　　ごぼう、たけのこ、セロリ、パイナップルなど
弾力の強いもの 　　　こんにゃく、タコ、イカなど
酸味の強いもの 　　　酢の物、かんきつ類など
パサパサしたもの　　　パン、ゆで卵、カステラ、蒸しイモなど
ベタベタしたもの　　　餅、ダンゴなど
口の中にはりつくもの　きなこ、のり、青菜など

○隠し包丁を入れる

○やわらかく煮込む

○あんかけや卵とじ
　にする

○よく叩き繊維を切る

○水分（牛乳・お茶など）
　に浸す

○湯むきする

☆周りの人の認知症のとらえ方

　○認知症になると何もわからなくなる、できなくなるではなく、わかること、できることがある。
　○認知症になっても個性や人間性は有している。
　○周囲の理解、適切なかかわり、環境によって状態の悪化を予防したり、状態が維持・改善した
りする可能性がある。

　○本人が主人公。本人がよりよく暮らしていくことを支える。

☆周りの人の認知症の人とのかかわり方

　○周囲がとらえた本人の表面的な問題に対して一律に対処するのではなく、問題の要因を探り、
その時々に応じたかかわりを心がける。

　○周囲の意向や都合ではなく、できる限り、本人の気持ちや意向、状態に応じて支援する。
　○ “してあげる支援” から “本人の力を生かす支援”、 “本人の力を借りる支援” へ。
　○ひとりでの支援ではなく、地域の多様な人とつながり、共に支え合う気持ちで周囲へ頼る。

　直接認知症の人と接する機会がない時も、話題がでたりしたら、日々介護する家族や近隣の人へ
友人や知人として、ねぎらいの声かけや相談先をアドバイスするなどさりげない見守りをお願いし
ます。
　見守りや声かけでちょっと相談してみようかと思われたらお気軽にご相談ください。

【問い合わせ】多久市地域包括支援センター　☎75-6033
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